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三
四

新
撰
字
鏡
「
本
草
部
」
の
記
載
形
式
と
そ
の
構
成

福

田

益

和

一

　
圏
泰
年
間
（
0
0
　
1
■
0
醒
～
0
望
U
　
9
）
に
昌
儒
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
辞
書
「
新
撰
字
鏡
」

に
つ
い
て
は
、
従
来
、
や
～
と
も
す
れ
ば
、
そ
の
研
究
が
等
閑
視
さ
れ
が
ち
で

・
あ
っ
た
感
が
あ
る
。
自
分
は
、
つ
れ
づ
れ
な
る
事
事
な
ど
に
朱
表
紙
の
天
治
本

新
撰
字
鏡
（
大
槻
文
彦
博
士
に
よ
っ
て
複
製
刊
行
さ
れ
た
も
の
。
）
を
眺
め
な

が
ら
、
，
紙
面
に
並
ぶ
漢
字
の
群
れ
、
和
訓
に
魅
せ
ら
れ
で
、
本
稿
を
思
い
立
つ

た
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
標
題
に
か
㌧
げ
た
「
本
草
部
」
に
つ
い
て
、
先
ず
一
言
し
て
お
き
た

い
。
　
本
辞
書
は
、
周
知
の
如
く
、
漢
宇
を
偏
傍
に
よ
っ
て
分
類
し
馬
百
六
十
の
部

首
を
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
い
ず
れ
か
に
漢
宇
を
収
め
配
列
し
て
あ
る

が
、
部
首
に
つ
い
て
も
、
意
味
に
よ
る
分
類
が
加
味
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

ハ
ユ
リ

る
。
し
か
し
、
巻
末
の
「
臨
時
維
要
字
」
の
項
は
　
部
首
分
類
と
は
、
い
さ
～

か
趣
さ
を
こ
と
に
し
、
又
「
小
学
篇
字
製
本
草
木
異
名
第
六
＋
九
」
、
「
小
学
篇

宇
謡
本
離
々
異
名
第
七
＋
」
「
本
草
画
名
」
　
（
天
治
車
巻
八
、
1
2
ウ
）
等
と
あ
る

項
も
、
偏
傍
に
よ
る
分
類
と
は
欝
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
こ
れ
等
は
、
木
部
、

草
部
、
鳥
部
の
各
部
首
の
次
叉
は
輔
部
に
次
第
ざ
れ
て
い
ろ
と
こ
ろ
が
ら
、
明

ら
か
に
、
字
形
と
い
う
よ
り
、
意
義
を
加
味
し
た
分
類
と
書
う
べ
き
で
あ
る
。
）

こ
う
し
た
特
殊
な
項
目
と
な
る
木
輩
関
係
の
部
（
「
本
乙
鳥
名
」
の
み
は
、

「
鳥
部
」
の
一
部
に
添
加
さ
れ
て
い
て
、
独
立
の
部
酋
を
な
し
て
い
な
い
。
）

を
こ
～
で
は
特
に
「
本
草
部
」
と
呼
称
し
て
、
初
め
に
か
～
げ
た
わ
け
で
あ

る
。
　
「
本
草
部
」
は
、
右
の
如
く
、
そ
の
篇
立
次
第
が
特
殊
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
各
標
字
の
記
載
．
形
武
及
び
醜
列
も
又
特
殊
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
禦
は
、

当
然
推
察
さ
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
こ
の
点
に
注
意
を
し
ぼ
っ
て
考
察
し
て
見

た
い
。

二

　
「
新
撰
字
鏡
」
は
、
漢
和
辞
轡
で
あ
る
か
ら
、
蹴
出
さ
れ
た
漢
字
に
つ
い

て
、
発
音
・
意
義
・
和
訓
を
注
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
（
似
し
、
本
辞
露
に

和
訓
が
全
部
附
し
て
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
）
「
串
草
部
」
に
お
い
て
は
、
例



え
ば
、
．

　
　
前
朝
　
五
月
採
實
陰
干
蛇
心
益
氣

　
　
　
　
　
加
我
弥
吾
佐
臨
監
奴
二
陣
支
（
巻
七
、
3
6
ウ
天
治
本
、
以
下
同
じ
）

め
如
く
、
初
め
に
所
謂
「
採
藥
時
節
」
「
性
味
」
を
掲
げ
、
次
に
和
訓
を
附
す

紀
載
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
で
は
、
本
草
関
係
の
辞
轡
と
し
て
す
ぐ
頭
に
浮
か

ん
で
来
る
「
‡
草
和
名
」
　
（
深
根
輔
仁
著
）
に
お
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で

あ
ろ
う
か
。
右
と
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
る
と
、

　
　
酸
漿
　
一
名
酢
漿
U
名
酢
菜
（
中
略
）
U
名
苦
言
｝
名
苦
藤
子
｝
名
王
母

　
　
　
　
　
珠
（
中
略
）
　
一
名
酸
芳
草
、
和
名
保
々
都
岐
鳳
名
詮
加
都
岐
。

　
　
　
　
　
（
上
、
3
ー
ウ
、
日
巾
古
典
全
集
本
、
以
下
同
じ
）

と
な
っ
て
い
る
。
右
の
例
よ
り
わ
か
る
如
く
、
「
本
草
和
名
」
は
、
漢
字
の
標

字
の
記
載
に
中
心
を
お
い
て
い
て
（
右
の
例
で
は
、
「
一
名
」
を
十
同
例
も
あ

げ
て
い
る
。
）
最
後
に
「
和
名
」
を
加
え
る
こ
と
で
終
っ
て
い
る
。
「
新
撰
掌

」
鏡
し
の
よ
う
に
、
「
採
蘂
時
節
」
「
性
味
」
等
に
つ
い
て
は
、
少
し
も
関
心
を

も
た
な
い
の
で
あ
で
0
。
「
本
草
学
」
と
し
て
の
書
、
つ
ま
り
㌻
草
蒙
の
為
の
専

関
書
と
し
て
は
、
薬
極
の
標
置
や
和
名
を
知
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
あ
ろ
う

が
、
そ
の
薬
の
「
採
薬
時
節
」
、
「
性
賭
し
の
知
識
を
得
る
こ
と
は
、
よ
り
以

上
に
必
須
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
本
草
家
に
と
っ
て
は
、
「
車
草

和
名
」
の
如
き
書
は
、
＊
草
の
辞
書
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
文
宇
通
り
の

本
草
の
用
語
の
辞
書
た
る
に
す
ぎ
な
く
、
も
っ
と
具
体
的
な
実
用
上
の
書
物
と

し
て
は
、
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
ρ
そ
こ
で
、

木
草
家
と
し
て
は
．
、
自
己
の
要
求
を
充
た
し
て
く
れ
る
も
の
と
し
て
当
然
、
他

の
書
を
求
め
る
必
要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
見
て
来
る
と
、
新
撰
字
鏡
の
本
草
部
に
お
け
る
記
載
形
式
は
、
不
充
分

で
は
あ
る
が
、
右
の
要
求
を
充
た
す
べ
き
体
裁
を
保
っ
て
い
る
点
注
慧
す
べ
き

で
あ
る
。
で
は
、
新
撰
字
鏡
と
回
様
な
記
載
形
式
を
も
つ
て
い
る
書
が
他
に
な

い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
、
で
、
我
々
は
、
　
「
康
頼
‡
草
」
の
あ
っ
た
こ
と
を

当
然
想
起
す
る
は
ず
で
あ
る
。
前
記
「
新
撰
宇
鏡
」
、
「
本
草
和
名
」
二
例
に
．

対
応
す
る
も
の
を
、
「
康
頼
本
輩
」
よ
り
抽
出
し
て
か
～
げ
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。

　
　
酸
漿
　
昧
酸
平
嬢
光
轟
、
和
保
宇
川
支
、
五
月
採
陰
平
、
陶
隠
居
云
、
山

　
　
　
　
　
茨
菰
號
之
。
　
（
群
轡
類
従
本
彌
上
1
2
。
以
下
伺
じ
）

　
和
訓
、
注
丈
に
つ
い
て
、
新
撰
字
鏡
と
多
少
の
異
同
は
見
ら
れ
る
が
、
い
ず

れ
も
「
揮
薬
時
節
し
、
「
性
味
」
、
「
和
訓
」
を
か
～
げ
て
い
る
点
、
共
通
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

こ
れ
よ
り
考
え
る
と
、
新
撰
字
鏡
・
殿
頼
木
草
ご
書
の
典
拠
と
し
た
＋
警
護

に
お
い
て
は
、
当
然
、
同
様
の
紀
栽
形
式
が
あ
つ
で
、
、
（
そ
れ
も
、
も
っ
と
詳

細
な
。
）
そ
れ
を
、
属
億
、
慶
輯
白
身
の
考
え
に
従
っ
て
適
宜
取
捨
し
、
必
要

と
考
え
る
箇
所
の
み
を
、
か
＼
げ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

　
で
は
、
右
二
書
の
拠
っ
た
書
と
は
、
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
㌧
で
漏

壷
‡
草
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
「
新
撰
宇
鏡
」
と
の
関
係
に
及
ん
で
み
た
い

と
思
う
。

三

　
結
論
的
に
需
え
ば
、
「
康
頼
本
草
」
の
拠
っ
た
書
と
は
、
恐
ら
く
「
神
農
‡

論
罪
し
で
あ
っ
て
、
後
世
、
薬
種
に
つ
い
て
増
補
の
あ
っ
た
所
謂
「
竿
入
薬

種
」
は
、
殆
ん
ど
掲
げ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
恐
ら
く
二
次
的
資
料
と

し
て
扱
う
に
す
ぎ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
以
下
こ
の
推
論
に
つ
い
て
、
理

三
五



由
を
あ
げ
る
と
、

鱒
康
頼
宰
草
の
‡
文
中
に
「
神
農
本
草
経
」
所
引
の
書
き
入
れ
が
数
ケ
所
見
え

る
。
○
「
右
神
出
本
草
経
」
と
あ
る
も
の
。

　　

@
　
（
響
、
塑
、
噌
下
、
膠
嚢
、
娚
上
…
↓

・
蚕
手
二
種
強
訴
為
し
と
あ
る
も
の
．
（
魏
下
）

○
「
享
四
謡
肇
轟
」
と
あ
る
あ
．
（
姐
下
）

○
「
右
三
＋
羅
猿
繋
経
」
と
あ
る
あ
．
（
戴
下
）

　
等
々
全
部
で
2
5
例
の
認
事
が
見
、
凶
る
。

1　　1　18
例　例　例1
例

　
右
の
書
き
入
れ
ば
、
編
者
慶
頼
が
、
薬
種
認
載
の
際
、
そ
の
典
拠
を
明
示
し

た
も
の
と
考
え
ち
れ
、
且
、
そ
の
書
き
入
れ
が
、
‡
交
全
体
に
わ
た
っ
て
い
る

こ
と
は
、
「
神
農
本
草
経
」
童
第
蝋
の
典
拠
と
し
た
こ
と
が
う
か
ぜ
え
る
。

㈲
「
幽
静
本
草
」
に
つ
い
て
、
そ
の
薬
櫨
の
分
類
を
眺
め
る
と
、

　
草
部
（
上
品
之
上
、
上
晶
之
下
、
中
品
之
上
、
中
品
之
下
、
下
敷
之
上
、
下

　
　
　
晶
之
下
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
マ
リ

　
木
翻
（
上
品
之
上
、
下
品
之
集
）

菓
部
（
上
品
、
中
品
、
下
品
）
　
　
米
穀
部
（
上
品
、
中
品
、
下
晶
）

　
菜
部
（
上
品
、
中
品
、
下
晶
）
　
　
玉
石
部
（
上
晶
、
下
品
）

人
部
（
品
目
な
し
）
　
　
　
　
　
　
獣
部
（
上
品
、
下
樋
）

禽
部
（
上
晶
、
中
品
、
下
書
）
　
　
蝕
魚
部
（
上
晶
、
中
条
、
下
品
）

　
と
あ
っ
て
、
大
体
に
お
い
て
、
上
中
下
と
い
う
三
品
に
よ
る
品
目
の
立
て
方

を
採
っ
て
い
て
、
こ
れ
は
、
「
神
農
本
草
経
」
の
「
上
薬
、
、
中
薬
、
下
薬
」
の

三
種
の
分
類
方
法
に
酷
似
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
そ
の
品
目
の
立
て
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

か
ら
も
「
神
農
本
草
経
」
の
体
裁
を
踏
襲
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ

・
つ
。
　
丹
波
康
頼
が
、
「
医
心
方
」
撰
進
の
際
、
巻
一
に
お
い
て
、
「
諮
薬
和
名
第

十
」
と
し
て
掲
げ
た
「
本
草
内
薬
八
百
五
十
種
」
、
「
本
草
外
事
七
十
穂
」

は
、
明
ら
か
に
、
本
草
和
名
の
体
裁
を
範
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
康
頼
と
し

て
は
、
本
草
編
纂
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
典
拠
と
し
て
、
神
農
本
草
経
を
選
び
、

そ
れ
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
ロ
　
　
む
　
　
り
　
　
り
　
　
む
　
　
　
　
　
り

　
「
論
日
。
口
薬
皆
空
芝
之
有
時
日
。
陰
乾
暴
乾
期
有
気
力
、
齎
不
受
領
採
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ロ
　
　
　
む
　
り
　
ゆ
　
ロ
　
リ
　
リ
　
ゆ
　
ゆ
　
ゆ

　
則
與
草
細
別
、
徒
葉
功
用
終
無
益
也
。
学
智
験
直
時
採
油
以
供
所
用
耳
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
康
頼
‡
草
占
5
上
、
○
印
筆
者
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　

　
と
い
う
態
度
で
撰
録
し
た
如
ぐ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
輩
和
名
の
不
便
さ

を
実
感
し
た
騰
頼
と
し
て
は
、
成
る
べ
く
し
て
成
っ
た
欝
と
需
え
る
の
で
あ

る
。の
次
に
、
二
次
的
資
料
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
み
る
に
、
こ
れ
等
は
、

「
康
頼
本
草
」
の
薬
種
の
注
紀
の
中
に
散
見
す
る
。
が
、
そ
れ
も
簡
単
な
注
紀

で
、
参
考
程
度
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
漕
例
え
ば
、

q
王
　
瓜
昧
苦
寒
莞
毒
（
中
略
）
図
経
信
濃
黄
調
之
。
（
3
9
下
1
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

0
狼
把
草
　
秋
穂
子
（
中
略
）
醤
之
未
用
日
本
之
。
　
（
4
2
下
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ロ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

O
甘
露
藤
味
甘
温
莞
灘
（
中
略
）
見
平
蔵
器
舛
日
華
子
（
4
5
上
1
3
＞

Q
嚢
　
脂
　
昧
辛
温
莞
毒
（
中
略
）
萬
錫
云
論
見
之
。
　
（
二
上
1
7
）

　
等
が
そ
れ
で
あ
る
（
傍
線
筆
者
）
。
「
図
経
」
は
、
「
図
経
本
草
」
　
（
宋
、

蘇
頒
）
、
「
陳
蔵
離
」
は
、
牽
昌
盛
遣
」
（
宋
、
密
蔵
器
）
「
萬
錫
」
は
、

「
嘉
裕
補
注
神
農
‡
草
し
　
（
宋
、
掌
函
南
）
、
「
論
」
は
、
「
脚
気
論
」
等
の



書
を
さ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
ω
㈲
の
の
三
つ
の
理
由
か
ら
、
　
「
康
頼
本
革
」
が
、
そ
の
典
拠
を
、

「
神
農
本
草
思
し
に
置
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
尚
、
川

瀬
博
士
に
よ
る
と
、
病
前
の
典
拠
と
せ
る
「
神
農
本
草
経
」
は
、
安
政
元
年

に
、
森
立
之
が
壁
塗
せ
る
冠
本
が
あ
り
、
依
拠
す
べ
き
本
交
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
狩
谷
権
斎
が
校
勘
し
て
お
い
た
草
稿
本
を
、
己
が
名
義
に
よ
っ
て
刊
行
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
「
新
撰
宇
鏡
し
の
依
拠
し
た
識
に
つ
い
て
問
題
に
な
る
が
、
こ
れ

は
、
新
撰
字
鏡
、
康
頼
本
窯
、
神
農
‡
草
経
三
警
の
記
載
事
項
を
詳
紹
に
比
較

検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

四

　
こ
、
で
問
題
に
な
る
の
は
、
神
農
．
串
藁
経
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
何
を
選
ぶ
べ

き
か
で
あ
ろ
う
。
東
木
が
侠
し
た
・
、
「
，
日
、
そ
の
原
初
の
形
態
を
う
か
ズ
う
こ
と

は
、
望
む
べ
，
＼
－
・
、
な
い
が
、
幸
い
そ
の
原
初
へ
の
復
原
作
業
は
、
明
の
黙
諾
、

清
の
孫
星
宿
、
孫
弱
鯉
、
H
串
の
町
立
之
簿
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
て
い
る
の

ハ
ヨ
い

で
、
そ
れ
旗
雪
を
資
料
に
、
「
る
こ
と
が
同
5
8
司
能
と
い
え
る
。
自
分
と
し
て
は
、

中
で
乙
定
評
の
あ
る
森
立
之
の
テ
キ
ス
ト
を
選
ぶ
つ
も
り
で
い
た
が
・
そ
れ
が

叶
わ
ず
、
や
む
を
得
ず
孫
星
宿
、
孫
凋
翼
二
人
に
よ
っ
て
編
輯
さ
れ
た
「
神
農

山」Z
讐
γ
・
ア
亥
ト
に
あ
ノ
㌧
た
い
と
号
・
直
門
は
、
註
脚
㎜
）
の
成

立
で
、
「
経
丸
払
類
備
急
・
不
革
」
に
依
拠
し
、
“
．
’
あ
薬
磁
贔
目
に
つ
い
て
は
闘

題
も
あ
ろ
が
、
注
文
に
関
し
て
は
、
さ
し
て
問
題
も
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
4
）

略
こ
こ
れ
に
t
つ
た
次
第
で
あ
る
、

　
い
〆
、
こ
で
三
害
（
ω
神
農
車
薙
経
、
＠
新
撰
宇
鏡
、
0
9
康
頼
本
草
）
の
注
詞
な

順
に
い
く
つ
か
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
検
討
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

④
秦
椒

　
ω
泰
茉
　
味
辛
温
主
風
邪
気
温
中
除
寒
（
中
略
）
生
川
谷
、
名
垂
紐
・
生
太
．

　
　
　
　
　
山
群
秦
無
上
或
環
邪
、
八
月
九
月
偏
心
（
一
、
巻
ご
8
1
＞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
㈲
秦
椒
　
八
九
月
立
憲
陰
干
伽
太
知
心
張
可
弥
、
又
加
波
自
加
美
。
へ
巻

　
　
　
　
七
、
1
5
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
箕
　
X

　
の
秦
椒

③
楡
皮
．

　
ω
楡
皮

の
楡
皮：

‘ロ）

楡
皮

味
辛
温
、
寒
先
毒
和
加
波
々
之
加
美
（
4
9
上
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

味
南
平
、
主
大
小
便
不
通
（
中
略
）
坐
山
谷
、
名
醤
日
生
頴
川
三

月
尖
皮
取
白
、
暴
乾
八
月
柔
蜜
。
　
（
唱
、
三
幅
・
4
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

二
月
採
白
波
曝
干
八
月
採
實
陰
イ
也
、
　
（
巻
七
、
1
5
ウ
）

　
　
　
ア
　
ァ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
　
メ
　
ベ
　
メ

味
甘
平
光
毒
（
申
略
）
ご
月
皮
白
暴
千
、
八
月
採
蜜
、
妊
娠
臨
月

メ
　
　
ヌ
　
　
メ
　
　
　
ハ
　
メ
　
　
メ
　
　
　
　
　
メ
　
　
メ
　
　
ア
　
　
メ
　
　
ズ
　
　
メ
　
　
メ
　
　
メ

日
服
陰
極
易
属
下
兜
身
皆
等
量
信
其
験
。
　
（
4
5
下
1
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

◎
参
内
欄

　
ω
磁
器
躍
　
昧
辛
温
、
主
賊
胤
在
皮
轡
中
（
中
略
）
生
規
谷
、
呉
即
日
・
羊

　
　
　
　
　
　
躍
燭
花
（
中
幣
）
諸
邪
気
、
名
樽
濁
（
中
略
）
三
月
栄
花
陰
乾
。

　
　
　
　
　
　
（
二
、
巻
三
〇
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
。
。

　
⑭
羊
電
通
花
　
三
月
採
花
、
陰
干
、
　
（
巻
七
ヤ
ー
6
オ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
　
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
　
メ
　
メ
ロ

　
の
羊
騨
胴
剛
　
味
翻
弄
二
大
班
梅
（
中
略
）
扁
ご
月
面
花
陰
｝
十
、
　
（
中
略
）
肺
化
色
如

　
　
　
　
　
　
メ
　
　
メ
　
　
メ
　
　
メ
　
　
メ
　
　
メ
　
　
メ
　
　
メ
　
　
ア
　
　
ア
　
　
に
　
　
メ
　
　
メ

　
　
　
　
　
　
紅
色
、
生
深
山
、
生
平
地
號
菌
芋
。
　
（
4
2
、
下
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
O
×
印
筆
者
）

　
用
例
を
全
部
あ
げ
る
こ
と
は
、
煩
雑
に
な
る
の
で
、
数
例
を
あ
げ
る
に
と
ゴ

め
た
が
、
右
の
如
き
嗣
載
形
式
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
即

ち
、

三
七



1
新
撰
字
鏡
、
康
頼
本
輩
両
書
共
、
神
農
本
草
経
を
そ
の
ま
～
全
部
転
載
す
る

　
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
そ
こ
に
は
、
取
捨
選
択
が
見
ら
れ
る
。

1
新
撰
字
鏡
の
抽
出
方
法
は
、
「
採
薬
時
節
」
の
部
分
を
先
ず
か
、
げ
、
次
に

　
「
陰
干
」
　
（
適
例
文
中
○
印
）
の
二
字
を
附
加
す
る
の
を
原
則
と
し
て
い

　
る
。

瓢
一
方
、
康
頼
本
草
は
、
初
め
に
、
「
薬
の
性
味
」
を
抽
出
す
る
。
そ
し
て
次

　
に
・
「
毒
性
の
有
無
」
を
添
加
し
た
後
に
、
「
採
薬
時
節
し
を
か
㌧
げ
る
。

　
更
に
、
必
要
と
認
め
た
場
合
は
、
康
頼
個
人
の
「
注
記
」
（
製
麺
文
中
×
印
）

　
を
行
な
う
こ
と
も
あ
る
。

W
新
撰
字
詰
、
康
勅
‡
草
悪
書
に
共
通
な
る
「
採
薬
時
節
」
の
記
事
は
、
「
神

農
掌
輩
経
」
に
お
い
て
は
、
「
名
王
日
」
切
項
目
の
中
に
見
ら
れ
る
も
の
で

　
あ
っ
て
、
こ
の
「
名
緊
碧
し
は
、
神
農
本
草
経
に
お
い
て
は
、
後
世
の
「
名

　
懸
」
が
必
要
と
認
め
た
場
倉
に
、
新
た
に
添
加
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
「
神

農
本
草
経
」
康
初
よ
り
天
職
さ
れ
て
い
た
注
丈
で
は
な
い
。
こ
れ
に
反
し

　
て
、
康
頼
事
草
が
抽
出
し
た
「
薬
の
性
味
」
（
「
味
辛
潟
」
、
「
味
甘
平
」

等
）
の
詔
事
は
、
神
農
本
草
経
本
来
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
事
情
に
通
じ

　
た
康
頼
の
見
識
が
う
か
ビ
え
る
の
で
あ
る
。

V
、
皿
で
も
一
略
し
た
如
く
、
康
頼
本
草
は
、
神
農
‡
草
経
に
拠
っ
た
こ
と
を

明
紀
し
な
が
ら
、
康
頼
自
身
の
注
記
も
多
い
。
こ
れ
は
、
新
撰
字
鏡
の
編

岩
、
圏
住
が
、
単
な
る
学
僧
で
あ
っ
た
に
対
し
て
、
康
頼
が
、
別
に
、
「
医

心
方
」
を
も
撰
進
し
得
た
鍼
博
士
で
あ
っ
た
点
に
帰
閃
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

五

擁
・
、
新
撰
掌
鏡
の
串
草
部
を
注
意
し
て
見
る
と
、
「
採
薬
時
節
」
を
掲
げ
な

三
八

い
一
群
の
穰
字
が
目
に
つ
く
。
即
ち
、

　
　
龍
眼
佐
加
木
　
　
鳥
草
樹
左
門
夫
．
　
鶏
冠
樹
塑
昊
　
　
賢
子
木
翼
佐

　
　
析
傷
木
匿
穴
比
一
骨
六
述
　
　
黄
楊
柵
芥
7
9
木
　
　
（
下
略
）
　
　
（
民
訴
、
1
6
オ
〉

　
等
で
あ
っ
て
、
こ
れ
等
は
、
和
訓
の
み
の
注
記
形
式
で
あ
る
。
念
の
為
、
膚

の
事
例
の
中
「
龍
眼
」
を
例
に
と
っ
て
こ
れ
が
、
神
農
本
草
経
、
康
頼
本
草
に

お
い
て
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
調
べ
る
と
、

ω
龍
眼
　
昧
甘
平
、
主
五
運
邪
気
（
中
略
〉
生
山
谷
。
呉
掛
日
。
龍
眼
一
名
益
，

　
　
　
　
智
要
術
一
名
比
目
。
名
山
日
。
其
大
者
似
換
榔
。
生
長
海
松
樹
上
五

　
　
　
　
月
采
陰
乾
。
（
「
神
農
本
草
経
」
、
一
、
巻
ご
8
3
）

＠
龍
眠
　
味
端
然
莞
毒
（
中
略
）
阿
檀
榔
子
、
遠
離
蕩
枚
相
似
一
名
益
智
、
聴
．

　
　
　
　
採
之
。
　
（
「
康
頼
本
草
」
4
7
下
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

の
如
く
、
そ
の
記
載
形
式
は
、
明
ら
か
に
前
認
の
と
同
様
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ

と
よ
り
、
‡
草
木
異
名
、
車
草
々
異
名
の
後
半
は
、
採
薬
時
節
を
芳
記
さ
ず

に
、
只
、
和
訓
を
略
写
す
る
を
以
っ
て
鶉
足
る
と
し
た
た
め
で
、
そ
の
点
、
昌

住
の
記
載
方
式
に
不
統
｝
な
る
と
こ
ろ
が
み
え
る
証
拠
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
只
、
こ
～
で
一
つ
疑
問
が
生
ず
る
の
は
、
昌
住
の
稿
成
っ
た
時
に
お
い
て

は
、
採
薬
時
節
に
つ
い
て
も
統
叫
曲
に
紀
載
さ
れ
て
い
た
が
、
後
世
、
書
写
の

際
、
篠
半
の
部
分
の
み
、
「
採
薬
時
節
」
に
つ
い
て
は
一
々
認
さ
ず
只
、
和
訓

の
み
を
襖
越
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
．
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
疑
点

は
、
次
の
論
点
よ
り
氷
解
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

1
和
訳
の
み
の
注
記
あ
る
標
置
は
、
後
半
に
一
括
し
イ
、
出
さ
れ
て
い
る
が
（
「
本

　
草
馬
名
」
の
み
は
、
和
訓
注
記
で
終
始
し
て
い
る
。
）
各
々
1
0
例
程
度
で
あ

　
つ
て
、
殊
更
、
こ
の
部
分
だ
け
略
紀
し
た
と
考
え
る
よ
り
、
む
し
ろ
、
草
稿

　
‡
の
時
よ
り
和
訓
の
み
の
注
記
で
あ
ろ
う
。



π
新
撰
字
鏡
の
「
享
和
本
」
は
、
「
採
薬
時
節
」
等
の
記
事
を
こ
と
ご
と
く
省

　
略
し
て
、
和
訓
の
み
を
あ
げ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
は
、
抄
録
者
の

　
私
意
に
よ
る
改
篇
で
あ
っ
て
、
原
本
の
後
半
が
、
和
訓
の
み
の
注
記
で
あ
っ

　
た
為
に
、
こ
の
連
想
よ
り
、
他
の
櫻
字
に
つ
い
て
も
、
和
訓
の
み
で
統
麟
し

　
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
．
よ
っ
て
、
事
和
本
の
表
記
体
裁
は
、
原
本
自

　
身
が
不
統
一
な
る
表
記
で
あ
っ
た
事
実
を
暗
に
証
明
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

　
う
か
。

頁
新
撰
字
鏡
・
の
次
の
例
、

　
O
巻
栢
叉
求
般
又
可
歳
叉
約
…
評
叉
臼
櫨
昏
力
茸
（
天
治
本
、
巻
七
、
1
6
オ
）

　
○
亭
々
久
弥
亦
云
求
般
又
立
話
麟
叉
云
約
豆
古
里
槽
（
享
和
本
、
5
2
オ
）

　
を
比
較
し
て
見
る
に
、
天
治
本
は
、
‡
菓
和
名
が
、
二
名
1
」
と
し
て

　
纈
寧
の
種
類
を
連
わ
て
宥
く
方
式
に
酷
似
し
・
享
和
塞
は
、
一
つ
の
重
藤
に

　
固
定
し
て
、
和
訓
を
か
～
げ
、
天
治
本
の
「
又
一
」
以
下
の
記
騨
は
、
和

　
訓
の
次
に
、
刑
次
的
に
注
紀
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
う
し
た
新
撰
字
鏡
の
諸

　
率
の
標
字
の
肥
載
方
武
の
ち
が
い
も
、
咽
方
で
は
、
注
文
に
つ
い
イ
、
の
＋
卍
来

　
的
な
不
統
一
性
亭
．
傍
証
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
以
上
の
こ
と
よ
り
、
新
撰
字
鏡
は
、
神
農
‡
輩
経
キ
典
拠
と
！
な
が
・
一
2
、
そ

の
注
文
は
不
統
．
一
で
あ
っ
て
、
主
事
康
の
為
に
は
、
満
足
す
べ
く
も
な
く
、
茅
、

れ
が
蝿
学
僧
た
る
禺
倥
の
舗
黙
、
あ
る
こ
と
よ
り
し
て
、
一
通
り
の
そ
の
両
の
知

識
や
得
る
為
の
便
利
な
参
考
者
と
し
て
の
価
値
は
紹
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
侃
し
、
表
記
形
式
が
、
辞
弁
で
あ
る
「
本
草
和
名
」
よ
り
も
む
し
ろ
「
康
頼
本

箪
」
の
そ
れ
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
は
、
（
但
し
「
巻
栢
又
求
心
叉
可
歳
…
」

の
如
き
例
外
は
既
述
の
如
く
で
あ
ろ
。
）
新
撰
開
智
が
単
な
る
辞
需
と
し
て
よ

り
も
む
し
ろ
「
実
用
綿
専
門
密
」
と
し
て
の
面
を
も
不
充
分
な
が
ら
も
っ
て
い

る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

山tN

　
次
に
、
新
撰
字
典
「
本
草
部
」
の
構
成
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
こ
～

で
問
題
に
す
る
の
は
、
本
草
部
の
標
字
の
配
列
が
、
本
草
轡
で
言
う
規
範
的
な

配
列
、
（
部
類
、
品
目
に
よ
る
系
統
的
醜
列
）
に
従
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ

る
。
そ
れ
に
は
、
次
の
三
誉
の
部
類
、
晶
目
を
調
べ
、
こ
れ
等
と
新
撰
宇
鏡
と

を
比
較
対
応
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
配
列
の
状
態
を
観
察
す
る
こ
と
が

｝
番
良
い
と
思
う
。
三
轡
と
い
う
の
は
、
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農
本
草
経
」
を
抽
出
せ
る
も
の
。
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撰
字
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」
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の
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方
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の
品
目
に
お

け
る
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部
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「
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部
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の
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入
の
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し
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が
「
草
木
部
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い
う
一
晶
圓
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
か
つ
て
立
証
し
た
森
立
之
の
見
解
を
う
か
が

う
た
め
で
も
あ
る
。

　
そ
こ
で
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新
撰
字
鏡
及
び
前
論
鱒
◎
の
三
帰
の
蔀
類
、
品
目
別
の
比
較
対
照

表
を
か
～
げ
る
と
次
の
如
く
な
る
。
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一
4

迦
麟
亙

一

皿
羅
土
28

（
暑
中
）
　
上
6
オ
（
制
中
）
三
下
契
玉
石
上
）

鵬
孔
子
嘩
「
2
7
（
玉
石
中
）
下
6
ウ
（
玉
石
中
）
鰯
上
・
（
玉
石
上
）

秘
属
飴
狸
匝
「
除
石
塁
上
5
オ
、
（
玉
壷
巴

1221

ヨ三

陰

子

下
9
オ
（
玉
壷
）
献
上
陰
暑
下
）

126下i25

1『　毛

沓　青
石　石

2636

（
奢
野
上
6
ウ
（
玉
壷
）
脇
陸
玉
璽
）

（
岩
下
）
τ
言
ウ
（
署
下
）
覇
歪
（
玉
石
下
）

127

金

管

ret8　j

石

英

上
1
0
オ
（
果
石
下
）
｝
田
上
1
2
（
玉
石
下
）

　
　
　
　
　
　
｝

ユ麹．

麗

　？

善
導
ω
鷹
縫
醐
塁
草
叢
・
…
藁
蘂
息

1－3uO．

胡

子

下
11
ウ

　
上
中
？
、’

131

木

噸wh

ユ蔓2．

像

木

盃
条
劃
薬
）
塑
9
（
保
工
）

3
　
　
4

3
一
κ

1
一

下
54
　1ヤ

（

草
外
薬
訟己
460
下
　9

　
帯

下
）

ユ畢

雷
鳥

幽一　りwh

．ユ36」．ユ．；35

農　猟
風　子
鳥1鳥

　twh
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一
郭
公
墨

鶴

ire39

繊

翻

　
右
の
表
は
、
新
撰
字
鏡
「
本
草
部
」
の
各
写
字
に
つ
い
て
、
初
め
か
ら
通
し

番
号
（
）
Q
ゾ
ー
～
り
0
（
噌
1
）
に
し
て
、
（
即
ち
、
♪
、
の
番
号
は
、
本
草
部
所
収
の
標
字
の

配
列
順
序
を
い
み
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
）
そ
れ
に
各
々
対
応
す
る
前
記
ω

　
「
三
三
本
草
」
中
の
神
農
本
草
経
、
＠
本
草
和
名
、
的
康
頼
本
草
の
部
類
、
品

目
を
注
記
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
右
の
表
の
各
欄
干
、
（
　
）
内
が
そ
の
部

類
、
品
目
で
あ
り
、
　
（
　
）
の
上
の
注
記
は
、
各
依
拠
本
の
所
在
を
あ
ら
わ

す
。
　
こ
の
作
業
を
成
す
に
あ
た
っ
イ
、
留
意
レ
た
点
は
、

⑳
標
字
に
つ
い
て
の
比
較
よ
り
、
部
類
、
晶
目
に
つ
い
て
の
比
較
検
討
を
目
的

と
し
て
い
る
の
で
、
右
㈲
＠
の
三
書
の
各
回
字
相
互
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
記

さ
な
か
っ
た
。
例
え
ば

　
o
o
黄
藁
↓
牒
木
　
　
㈲
恒
山
↓
常
山

　
㈱
白
合
↓
百
合
　
　
鎚
伯
勢
↓
百
勢

の
如
き
が
そ
れ
で
あ
る
。

⑮
新
撰
字
鏡
に
通
し
番
号
を
つ
け
る
際
、
例
え
ば
、

　
働
巻
栢
鋼
管
般
又
可
歳
叉
約
豆
叉
自
糖

に
お
い
て
は
、
「
又
－
」
以
下
は
無
視
し
て
、
「
巻
栢
」
で
代
表
さ
せ
た
。

・
等
で
あ
る
。

七

　
さ
て
、
右
の
表
を
観
察
し
て
見
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
そ
う
で
あ

る
。1
新
撰
寸
寸
は
、
神
農
本
草
経
の
十
字
を
主
に
採
録
し
て
い
る
が
、
そ
の
外
、

後
人
増
補
と
考
え
ら
れ
る
も
の
（
例
え
ば
、
「
陶
隠
居
本
草
」
、
「
蘇
敬
注
本

草
」
）
を
も
採
録
し
て
い
る
。
脊
暗
中
ω
の
空
欄
が
そ
れ
で
あ
る
。
通
し
番
号
．

で
言
う
と
、
ω
㈱
⑭
…
…
働
…
…
m
等
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
「
本
草
鳥
名
」
の

如
き
は
、
全
然
そ
う
で
あ
る
点
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

皿
新
撰
掌
鏡
の
本
草
々
部
、
木
部
の
各
部
類
所
収
の
動
乱
は
、
他
の
㈲
◎
⑭
三

書
の
そ
れ
と
比
較
対
照
し
た
結
果
混
入
が
み
ら
れ
る
。

ω
本
草
木
部
に
混
入
せ
る
も
の

　
（
草
　
　
　
類
）
　
㈲
㈹
㈹
㈲
⑱
㈲
⑳
伽
鋤
㈱
㈱
㈱
㈱

　
（
本
草
蓼
藍
類
）
　
⑳

　
（
菓
　
　
　
類
）
　
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
（
有
名
無
用
類
）
　
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

㈲
本
草
々
部
に
混
入
せ
る
も
の

　　 　　　　　
玉菜米木
穀石

類類類類
v　 v　 v　v
121）（118）　e＄

122＞

123）

124）

125）

126）

127）

128）

tw
（au

（61

綱

11　1　13
例例例例8　114例総監例

　
右
の
如
く
、
そ
の
混
入
が
、
草
、
木
類
相
互
の
混
入
に
と
ど
ま
ら
ず
、
菓
菜
、

米
穀
、
果
て
は
、
有
名
無
用
、
本
草
外
薬
、
玉
石
の
諸
類
に
迄
及
ん
で
い
る
こ
と

は
、
昌
住
の
本
草
．
学
に
対
す
る
無
知
も
あ
っ
た
に
し
ろ
釈
雑
だ
と
言
え
る
と
思
・



う
・
し
が
し
全
体
的
に
眺
め
て
、
一
応
部
類
毎
に
配
分
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て

い
る
点
、
牢
草
書
の
配
列
法
に
そ
の
ま
～
拠
っ
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ

る
。貰
混
入
例
の
中
、
草
部
に
お
け
る
玉
石
類
の
混
入
は
、
三
日
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
等
は
・
草
部
の
末
尾
に
一
群
を
な
し
て
い
て
、
明
ら
か
に
玉
石
類
と
し
て

こ
、
に
配
置
し
た
も
の
で
あ
る
。
草
、
木
、
果
、
菜
、
米
穀
の
舎
部
類
相
互
の

混
入
の
蓋
然
性
は
あ
り
得
て
も
、
玉
石
と
草
類
と
を
混
入
す
る
こ
と
は
普
通
、

あ
り
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
、
は
、
意
識
的
、
便
宜
的
に
「
玉
石

類
」
を
注
記
な
し
に
・
「
本
草
々
部
」
の
末
尾
に
再
入
せ
る
も
の
だ
と
考
え
る

の
が
妥
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

聾
新
撰
字
鏡
と
比
較
し
た
他
の
三
塁
（
㈲
「
誰
時
本
草
』
中
の
神
農
本
草
経
、

㈹
本
町
和
名
、
8
一
一
本
草
）
の
部
類
、
晶
目
の
相
互
関
係
は
、
大
体
に
お
い

て
一
致
し
て
い
て
、
妥
当
な
分
類
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
部
分
的
に
少
し
は
乱

れ
が
あ
る
。

・
③
部
類
の
乱
れ

　
コ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
9
3
ω
㈲
輩
↓
の
菜
　
　
　
　
m
㈲
草
↓
の
木

　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
麗
塒
㈲
本
箪
外
薬
↓
の
禽

⑮
品
目
の
乱
れ

　
㈱
㈲
木
中
↓
㊨
木
上
上

　
q
ゆ
ω
㈲
㈲
㈱
鱒
㈲
木
中
↓
㊨
木
上
上
・

　
右
に
お
い
て
、
㈹
㈲
に
対
す
る
の
の
対
応
は
注
意
す
べ
ざ
で
、
㈹
つ
ま
り
、

「
康
頼
本
草
」
の
用
い
た
「
神
農
本
草
経
」
の
部
類
立
て
は
、
ω
㈲
と
は
、
系

的
に
や
～
こ
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
？

V
、
前
掲
書
「
鱒
寵
類
本
草
」
所
収
の
「
神
農
本
草
経
」
の
各
巻
に
お
け
る
部

類
、
品
目
の
項
に
、
新
撰
字
鏡
の
各
標
宇
が
い
か
に
対
応
配
分
さ
れ
る
か
を
み

る
と
次
の
ご
と
く
な
る
。

⑳

1

ω
　
通
し
番
号
（
新
撰
字
鏡
通
し
番
号
）
対
照

事
例

巻
一
都

品

三
四

玉
石

上

以
働

｝
・

玉
石

中

留
必
畠
⑳

『
3

五

玉
石

下

飛
駅
「
　
　
　
　
　
　
1
一
・

六

草

上
上

5
惚
一
志
鯉
㈹
愚
噌
あ

草
τ
下
l
I

一
u

七
一
八

草

中
上 匝
臨
書
橘
に
騰
，
㎜
幽
轟
に
騰

｛
2
1

九
，
↓
1

草
中
下
一
3
9
鵬
瑠
価
　
　
　
　
・
翼
l
　
　
　
W
堀

3

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

17

土
草
羅
嬉
㎜
鵬
械
日
犠
㎜
＋
二
肇
下
憂
欄
備
m
脚
轟

5

＋
三
杢
上
［
2
脚
3
⑳
6
警
樒

10

報
玉
騰
麟
蘇
　
一
、　　

l
l
一
5

豊
新
主
晶

｝
・

　
右
の
表
よ
り
わ
か
る
こ
と
は
、

V
の
③

四
五



　
新
撰
字
鏡
の
本
草
部
の
標
字
は
、
玉
石
、
孝
草
、
木
、
米
穀
の
四
部
類
に
お
い

て
・
「
讃
類
本
草
」
中
の
「
神
農
本
草
経
」
ど
共
通
し
て
い
る
が
、
そ
の
下
位
分

類
た
る
「
二
目
」
に
お
い
て
も
、
上
中
下
三
晶
の
い
ず
れ
に
も
わ
た
っ
て
採
録

さ
れ
て
い
て
、
同
一
青
目
の
み
よ
り
抽
出
す
る
と
い
う
偏
向
は
み
ら
れ
な
い
。

只
、
米
穀
部
は
、
上
蓋
の
み
で
あ
る
が
、
草
木
部
で
は
な
い
上
、
事
例
が
稀
少

で
あ
り
（
時
論
）
、
例
外
と
見
て
さ
し
つ
か
え
な
い
と
思
う
。

V
の
⑤

　
し
か
し
、
右
部
類
に
つ
い
て
、
そ
の
品
目
毎
の
事
例
を
見
る
に
、
い
ず
れ
も

「
上
品
」
　
（
本
草
学
で
い
う
「
身
体
に
益
す
る
も
の
」
。
）
よ
り
比
較
的
多
く
採

録
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
草
部
に
お
い
て
は
、
晶
目
の
下
位
分
類
、
即
ち
、

「
上
晶
之
割
瀦
」
、
「
中
晶
之
上
下
」
、
「
下
晶
之
上
下
」
仁
お
い
て
も
「
上
」

よ
η
多
数
採
録
さ
れ
て
い
る
。
只
、
「
玉
石
部
」
の
み
が
そ
う
で
は
な
く
、
中

晶
に
於
て
数
が
上
ま
わ
る
が
、
こ
れ
も
、
新
撰
字
鏡
に
お
い
て
は
、
草
、
木
部

の
如
く
独
立
し
た
部
類
で
は
な
く
、
既
述
し
た
如
く
、
草
部
の
末
尾
に
補
入
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
こ
迄
注
意
の
ゆ
き
と
ゴ
か
な
か
っ

た
為
の
結
果
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

V
の
＠

　
か
ぐ
し
て
、
部
類
、
贔
毎
毎
に
多
少
の
採
録
数
は
こ
と
な
る
が
、
新
撰
字
鏡

の
本
草
木
部
、
草
部
の
配
列
は
、
徊
の
注
紀
も
施
し
て
は
な
い
に
し
て
も
、
一

応
、
大
ま
か
に
見
て

　
木
部
　
　
上
品
、
中
仙
、
下
襲

　
草
部
　
　
上
品
之
上
、
上
西
之
下

　
　
　
　
　
中
品
之
上
、
中
晶
之
下

　
　
　
　
　
下
品
之
上
、
下
晶
之
下

四
六

の
如
き
次
第
に
配
列
さ
札
て
い
て
、
本
草
書
の
面
目
を
保
っ
て
い
る
こ
と
が
判

明
す
る
の
で
あ
る
。

遭
題
し
番
号
脚
～
㎜
は
、
本
草
鳥
部
に
入
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
「
神
農
木

草
経
」
よ
り
採
録
せ
る
も
の
は
一
つ
も
見
当
ら
な
い
。
更
に
「
‡
草
和
名
」
、

「
康
頼
本
草
」
と
も
共
通
す
る
も
の
が
㎜
塒
の
こ
例
に
す
ぎ
ず
、
草
部
、
木
部

と
は
趣
き
を
こ
と
に
す
る
。
鼠
佐
は
、
「
本
草
鳥
部
」
と
し
ぱ
，
、
独
立
し
た
部
類

を
立
て
ず
・
「
鳥
類
第
七
十
五
」
の
末
尾
に
、
「
木
草
鳥
名
し
と
注
紀
す
る
に

と
好
め
た
点
か
ら
見
て
も
・
補
足
約
色
彩
の
濃
厚
な
も
の
で
あ
り
、
本
草
書
か

ら
の
採
録
と
い
う
よ
り
別
系
統
の
資
料
（
例
え
ば
、
弁
色
立
成
、
楊
氏
漢
語
抄

等
の
通
俗
文
字
宇
土
）
か
ら
の
補
入
と
す
る
貞
苅
研
徳
氏
の
考
え
を
う
ら
が
き

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

八

　
以
上
、
新
撰
字
鏡
の
塞
草
郎
に
つ
い
て
、
・
て
の
記
戴
形
式
と
構
成
を
な
が
め

た
の
で
あ
る
が
、
こ
＼
に
要
約
す
る
と
、

1
新
撰
字
鏡
は
、
本
草
部
に
お
い
て
、
神
農
‡
輩
経
を
そ
の
典
拠
と
し
て
い
る

が
・
そ
の
注
丈
に
つ
い
て
は
、
和
訓
だ
け
で
は
な
く
採
薬
時
節
等
に
つ
い
て
も

摘
記
し
て
い
る
な
ど
、
単
な
る
辞
書
と
し
て
よ
り
実
用
的
専
門
駒
な
藩
と
し
て

の
面
も
不
充
分
な
が
ら
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

π
新
撰
字
鏡
「
本
草
部
」
の
配
列
は
、
一
見
何
の
注
認
も
な
く
、
乱
雑
に
次
第

し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
実
は
、
部
類
、
品
目
ご
と
に
正
し
い
構
成
が
な
さ
れ
て

い
て
、
一
応
本
草
部
と
し
て
の
面
目
を
保
っ
て
い
る
。

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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32154
阪
倉
篤
義
氏
「
辞
轡
と
分
類
し
（
国
語
国
文
一
九
ノ
ニ
）

川
瀬
一
壷
氏
「
古
辞
書
の
研
究
」
一
七
四
頁

森
鹿
三
氏
「
神
農
本
経
所
載
薬
晶
に
つ
い
て
し
　
（
京
大
人
文
科
学
研
究

所
創
立
2
5
周
雪
止
念
論
文
集
」
所
収
）

本
稿
で
は
、
「
叢
書
集
成
」
初
篇
（
商
務
印
書
館
発
行
）
に
拠
っ
た
。

註
3
に
同
じ
。

6
　
昭
和
3
6
年
1
1
月
1
2
日
、
国
語
学
会
（
福
岡
）
に
お
け
る
御
発
表
。

附
記
　
本
稿
は
、
私
の
大
学
院
修
士
論
文
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
本
稿
を

草
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
好
闘
良
輔
先
生
、
轡
日
和
男
工
鑑
に
は
御
懇
切
な

る
御
指
導
を
賜
わ
り
、
η
〈
、
畏
友
山
口
康
子
氏
に
も
色
々
御
助
雷
を
い
た
ゴ

い
た
。
記
し
て
謝
意
に
か
え
さ
せ
て
い
た
ぜ
き
ま
す
。

受
贈
雑
誌
　
昭
和
3
9
年
－
月
～
5
月

国
文
学
　
解
釈
と
教
材
の
研
究

国
文
学
解
釈
と
錨
賞

国
語
扇
文

国
語
と
国
文
学

父
献
ジ
ヤ
！
ナ
ゥ

日
本
文
学
（
日
ウ
文
学
協
会
）

文
学
学
苑
（
昭
和
女
子
穴
学
）

自
路
ひ
の
く
に

八
雲

門
口
米
フ
寸
1
・
’
ブ
ム

国
学
院
雑
誌

国
語
研
究
（
国
学
院
大
学
）

音
声
学
会
会
根

1
～
5
月

1
～
5
月

1
～
4
月

1
～
5
月

1
～
4
月

1
～
2
月

1
～
5
，
月

1
～
5
月

1
～
5
月

1
1
（
4
ヨ
」

　
　
　
ノ

ー
～
4
い
月

－
～
一
b
ヨ
」

　
　
　
ノ

ー
～
3
月

　
　
　
1
7

　
1
2
～
1
5

　
ー
ユ
　
　
　
一
よ

（
そ
の
二
）

心
葉
中
世
文
芸

近
世
交
芸
稿

閏
唄
研
究

和
歌
文
学
研
究

連
歌
俳
譜
研
究

文
学
・
語
学

り
て
ら
え
　
や
ぼ
に
か
え

ぐ
ん
し
ょ

能
楽
思
潮

文
学
研
究
（
九
州
大
学
）

文
学
論
輯
（
九
州
大
学
教
養
部
）

文
学
論
藻
（
菊
洋
大
学
）

文
化
（
粟
北
大
学
）

文
芸
研
究
（
東
北
大
学
）

44　27
～巻
45　4

　　　　　　　　　27

　　　　　　　　　　1

26　11　62　28

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

2　6　31　26　16　6　9　28　15

女
子
大
国
文
（
京
都
女
子
大
学
）

語
文
（
日
本
大
学
）

古
典
論
叢
（
．
日
本
大
学
）

戒
、
城
文
芸

番
椎
潟
（
舗
一
岡
女
子
大
学
）

文
芸
と
恩
想
（
福
岡
女
子
大
学
）

国
文
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
）

丈
芸
と
掛
評

華
（
日
本
女
性
交
学
会
誌
）

実
践
文
学
（
実
践
女
子
六
学
）

日
琳
丈
学
研
究
（
大
東
交
化
大
学
）

扇
文
学
（
関
西
大
学
）

漢
文
学
研
究
（
早
稲
田
穴
学
）

国
交
学
研
究
（
早
稲
田
大
学
）

国
語
の
研
究
（
早
稲
田
高
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七

　　　　　　　　　　　　　20

　　　　　　　　　　　　　1

2　29　11　35　3　21　3　2　20　26

　　34　1631
　　？　1　？
9　35　9　17　32




